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百舌鳥・古市古
墳群世界文化遺
産登録による賑
わい創出事業

【１．ガイダンス映像関連事業】　8,972,424円
堺市・羽曳野市・藤井寺市の3市で共通の映像を製作し、一体的・広域的な発信
を行うことで、世界文化遺産登録の機運醸成及びまちの魅力向上を図る。

【２．空撮撮影事業】　5,864,400円
古墳群の空撮により、地上からでは分からない古墳群の魅力を多くの方に伝え
るとともに、まちの魅力向上を図った。

【３．AR映像制作事業】　9,999,990円
古墳築造当時の姿を見ることができない古墳について、最新のＣＧ技術を用い
てＡＲ・ＶＲによる再現を行うことで、古墳群の魅力を多くの方に伝えるとともに、
まちの魅力向上を図る。

【４．レンタサイクル等整備事業】　632,134円
百舌鳥・古市古墳群を気軽に巡ってもらうために、堺市・羽曳野市・藤井寺市で
相互に乗り捨てが可能なレンタサイクルを整備し、来訪者の利便性向上を図
る。

広域連携事
業
（堺市、羽曳
野市、藤井
寺市）

25,468,948 指標
史跡城山古墳ガイダンス棟
「まほらしろやま」への年間来
訪者数

18,000 人 Ｈ29.3 H28.3 13,978 人
地方創生に効
果があった

事業の継続

本事業では、各ツー
ルの整備に留まって
おり、今後はこれらを
活かして、来訪者の
増加と満足度向上を
めざす取り組みを進
めていくため。
また各市との連携構
築を図ることに取り
組んでいく。

総合戦略の
KPI達成に有
効であった

・古墳を「体感」できないという制約の中で、最新のCG技術を
駆使して、いわば鳥の目で「疑似体験」が可能になっているこ
とは評価できる。
・目的を共有する行政が、広域で共有することは有効であり、
高額の開発費を3市で分担するというスキームは評価でき
る。
・映像ツールは、PRには必要である。
・映像ツールを来訪者に利用してもらえるような仕組みが必
要である。
・デザインや見せ方等ソフト面に関して、創意・工夫が必要で
あり、また国内PRはもとよりインバウンド向けの内容にする
必要がある。
・3市を回遊する新たなサイクル事業も、レンタサイクルで回
ることで自然と融合した古墳を体感できる点で、面白い試み
である。
・藤井寺市に関していえば、事業評価の指標が「まほらしろ
やま」への来訪者でカウントすることは、効果を測定するのに
適切なのかという点で疑問が残る。
・古墳の抜本的意義（何が素晴らしいのか、他国との比較、
なぜここに多いのか等々）を市府民目線で遡求してほしい。
・制作過程にピンポイントで有能な専門家を配する必要があ
る。

・事業評価にあたっては、より実態を示す指標を採用すべき
であり、再考の余地がある。
・レンタサイクルについて、藤井寺市では、やや道路が狭いな
どの課題はあるものの、利用者が極端に少ないことは、周知
方法に問題があったと推測されるため、改善の余地がある。
・近鉄電車や南海電車の協力により両路線（南大阪線－高
野線－本線）を東西に走る路線を作ればコマーシャル如何で
はあるが市府民の足は劇的に便利になる。
・根本的にどうやったら藤井寺市にお金が落ちるのか検討し
なければならない。
・映像ツールをいかに利用するか。TV、SNS等を使い、広く
PRすることが必要である。
・次に現地に足を運んでもらえるようなイベントがあればい
い。
・現地で映像特典などあればいい。
・観光地周辺の商店等でも案内できるよう、ARの利用法や案
内についてのマニュアル、来訪者にお渡しできるビュース
ポットなどがかかれたガイドブックなどがあれば効果的であ
る。
・藤井寺市単独の事業ばかりなので、古市古墳群の構成市
である羽曳野市とも連携した取り組みが必要である。
・空撮やCGは、あくまで疑似体験なので、体感につながるコ
ンテンツとの抱き合わせが必要である。
・センスと想像力を必要とする分野なので、優秀なプロモー
ターやディレクターをぜひ藤井寺市民から登用してほしい。

指標①

市民の域内消費向上による地
域経済循環率(2010年時
点:77.6%）の改善
※RESASからのデータ抜粋

85 ％ H29.3 H28.3.1

5年に1
度発表
される
データ
のため
集計不
可

指標②

交流人口増加に伴う消費拡大
による民間消費支出流入率の
向上（2010年時点：-20.8％）
※RESASからのデータ抜粋

-25 ％ H29.3 H28.9

5年に1
度発表
される
データ
のため
集計不
可

指標①

市民の域内消費向上による地
域経済循環率(2010年時
点:77.6%）の改善
※RESASからのデータ抜粋

78.5 ％ H29.3 H28.9

5年に1
度発表
される
データ
のため
集計不
可

指標②

アイセル シュラ ホール来訪者
増加率
（観光Wi-Fiのアクセス数から算
出）
※平成28年3月にWi-Fi設置し
たため、年間データが取得でき
ないことから、平成28年4月と平
成29年3月のアクセス数から算
出

5 ％ H29.3 H28.9 287 ％

地方創生加速化交付金　対象事業　実施結果

外部有識者からの評価

外部有識者からの意見

・事業評価の指標としては、マクロデータによる検証ではな
く、来訪者や事業者などに対するアンケート調査などによっ
ても補完すべきと考える。
・事業に関わった者だけの自己満足ではなく、成果物が商品
ならば、その販売高、サービスなら拡散数として、誰もが納得
できる指標で評価すべきである。
・これまでの助走期間を踏まえて、計画の事業を遅滞なく実
施することが必要である。
・正直何が特産品かわからない、どこが観光地かわからな
い、というのが他市民の本音であるため、今後も電鉄・バス
等の吊革広告を活用するのも一手かと思われるし、近鉄南
大阪線と南海高野線・本線を東西に繋ぐことも重要かと思わ
れる。
・広い世代にPRするよりも的を絞ってピンポイントのPRを数
多くする方が効果的だと思う。（子ども向け、若者向け、子育
て世代、ミドル、ママ、高齢者向けなど）
・藤井寺市ではエリアによって地域活性化に向けたコンセプト
等が分かれているため、事業が落ち着けば、コンセプトごと
の事業展開も有効だと考える。
・藤井寺市では歴史資源が多いため、そういったコンセプトで
の展開や他の地方創生加速化交付金事業と連携し、古市古
墳群に関連した展開も有効的だと考える。
・予算を使用する以上、できるだけ早く成果を上げるうえでも
優秀な企業・人材の活用に努めてほしい。

・各事業のバラバラ感を払拭するためには、それぞれの施設
が古墳周辺に位置していることから、古墳の回遊を促進する
仕掛けが必要である。「古墳回遊小路」とでも位置づけ、舗装
などのハード整備というよりも、むしろ太古を感じさせるような
緑と小路整備の方がふさわしいように思われる。
・お土産のグッズについて、どこにでもありそうなものではな
く、藤井寺ゆかりの独自性のある商品を開発すべきであり、
津堂城山古墳から出土した石棺をモチーフにしたプランター
の作成など、遊び心のある独自品の開発を期待したい。
・インターネットでの更なる訴求力強化や藤井寺市から他市
に打ってでる古墳キャンペーンも検討の余地はあるかもしれ
ない。
・市内まちづくり協議会の取組とリンクする事業もあるので、
より地域の方々と連携して取り組めたらいいのではないか。
・ゆるきゃらによる積極的な情報発信が有効的だと考える。
・藤井寺市民が藤井寺を楽しみ、市外からも多くの人が訪
れ、市内事業者が潤うことを期待する。
・コンテンツ的には外国人受けが良いと思うので、インバウン
ドに向けたビジョン構築の検討を願いたい。
・アイセル シュラ ホールを生涯学習センターから観光の拠点
とする方がいい。あのフォルムが外国人等新たな人には斬
新である。

今後の方針の理
由(事業開始日

～H29.3月末）

・これらの事業の目的は評価できるし、事業を継続すればそ
れなりに効果が期待される。
・事業期間が短く、消費拡大につながる事業はまだ十分展開
されていない。それゆえ事業を適切に評価することはできな
い。
・指標②は、従来数年に一度の調査であるとともに、地域内
交流人口の増加による消費拡大効果を測る指標としては問
題が残る。
・ビジネスマッチングは、銀行で既に取り組んでいるので、も
う少し具体的な有姿を示せば民間が協力できることもある。
・新たな世代に藤井寺をPRした効果は大きい。
・特に近鉄大阪阿倍野橋駅でのPRやFRAPは、いろんな人か
ら（市内、他市）反響があった。
・普段自店舗でしか営業していない事業者にとっては、他の
場所での出店の機会やそのノウハウなどが得られるため、
事業を広げていく足掛かりとして有効だと考える。
・まちなか観光の促進に市内業者の協力と育成は不可欠だ
と考える。魅力的で精力的な企業や個店・人の活用はとても
重要である。

地方創生に効
果があった

実績値を踏まえた事業の今後に
ついて

事業の評価

KPI実績値

指標 指標値
目標
年月

今後の方針

実績値

事業効果

総合戦略の
KPI達成に有
効であった

・これらの事業は、本来連携をとることで相乗効果が期待さ
れるのに、それぞれバラバラに展開されている印象をぬぐえ
ないので、相互に関連づけながら総合的なプロモートを行う
ことを期待する。
・指標については、地域内消費向けの効果を測る指標として
は問題が残る。むしろ、PR効果としては、新聞に取り上げら
れた記事のサイズを広告支出としてカウントした金額で効果
を測定する方が実態を反映しているのではないか。
・方向性としては正しいと思う。如何に他市民に打って出るか
がとても大切に感じる。
・各ツールの整備は訪問者の呼び込みには有効的である。
・お土産品等の開発が次の課題である。
・予算がかかることが多いので、小学校と一緒にワークショッ
プを開催し、それに付随したイベント開催などが必要だと考え
る。
・ハード・ソフトを含めブランディングは大切な視点であるた
め、そのキープレイヤーとして市内事業者の育成・支援は評
価できる。

地方創生に効
果があった

事業の継続

本事業では、各ツー
ルの整備に留まって
おり、今後は整備し
た各ツールを活かし
て、ＰＲ活動による来
訪者の増加を図る取
組みを進めるため。
また、新規商品開発
や販売所設置、体験
イベントの実施等を
行うことで、市内消費
の向上と組織の自立
化を引き続きめざ
す。

事業の継続

今後は、ビジネスマッ
チングや合意形成等
のノウハウを蓄積し
事業経験を積むこと
により、自らの資金
で新たな地域資源を
事業化に結び付け、
地域内消費の拡大
によるまち自体の活
性化につなげていく
取組みを進めていく
必要があるため。
さらに組織としては、
自立に向けた取り組
みを一層進めてい
く。
なお、本事業は平成
29年度地方創生推
進交付金の対象事
業となっていることか
ら、交付金事業とし
て、継続する。

総合戦略の
KPI達成に有
効であった

3
ふじいでら
KOFUNミュージア
ム事業

交付対象事業
の名称

2
藤井寺市地域経
済循環モデル創
造事業

【１．組織の設置・運営費用（KOFUN会議事業）】　4,300,000円
観光者向けのお土産等の開発や販売所の確保、ブランド化を目指すために、
地域事業者の賛同者による組織を立ち上げる。将来的には本組織の自立・自
主運営をめざす。

【２．出土遺物等魅力再発見事業】　12,650,000円
古市古墳群の中でも最初に造られた大規模古墳であり、日本の古墳の中で内
容が明らかとなっている数少ない大王級の津堂城山古墳。この津堂城山古墳
から出土した長持形石棺等の復元品を作成するとともに、津堂城山古墳出土
の関連遺物のレプリカを作成し、津堂城山古墳ガイダンス棟などで展示公開す
ることで、来訪者の満足度向上をめざし、来訪者数の増加につなげる。

【３．体験学習事業】　1,300,000円
古墳時代衣装の体験など五感を使って楽しみながら古墳時代や本地域を深く
学ぶことによって、交流人口を増やす。来訪者数の増加を図ることによって、本
地域の魅力を創出するとともに、本地域の活性化をめざす。また、市内にある
古墳のカードを作成し、来訪者に市内を体験しながら巡ってもらう。

17,420,400

18,250,000

実績額
（円）

事業の概要

市単独事業

【１．藤井寺市地域経済循環モデル創造事業】　17,420,400円
地域資源を活かした特産品開発など新たなビジネスの創造と、開発した地域産
品とあわせ、本市の「まちなか観光創造プラン」に示す魅力資源の市内外に向
けたプロモーションを実施することで、シティープロモーションの推進を図るとと
もに、本市が持つ魅力を再認識した市民による市内消費の促進、また、交流人
口増大による域外からの消費喚起により、市経済の循環と拡大を同時に図る。

本事業における重要業績評価指標（KPI）

市単独事業

区分


